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思いやりの心を育てる
梅雨空のもとでも、のびっ子たちは元気に学校生活を送って

います。この時期、本校では「人権」について改めて考える時
間を設けています。学校生活の中で大切にしていることの一つ
が「相手の立場に立って考えること」です。日々の言葉かけや
ちょっとしたふるまいの中に、人を思いやる気持ちが表れます。
「その言葉で、相手はどんな気持ちになるだろう？」「自分が
されたらどう思うだろう？」と、立ち止まって考える力を育て
ていきたいと考えています。また、学校では「いじめは絶対に
許さない」という姿勢のもと、誰もが安心して学べる環境づく
りに努めています。違いを認め合い、お互いを尊重することの
大切さを、道徳の授業や学級活動を核に、生活の中で伝えてい
ます。ご家庭でも、日々の会話の中で「ありがとう」「ごめん
なさい」「大丈夫？」といった思いやりのある言葉の大切さに
ついて話し合っていただけると、お子さんの心の育ちにつなが
ることと思います。すべての子供たちが「自分は大切にされて
いる」と感じ、「相手も大切にしたい」と思えるような、温か
い学校づくりをこれからも進めていきます。

のびっ子会が中心となって のびっ子たちの自主

的・主体的な活動が広がっています。学習や委員会活動を生かした行
動の工夫が学校中に見られます。子供同士が学年の枠を超えてつなが
ろうとする意識が高まっているようにも感じる光景です。

学校運営協議会 第一回目を開催しました。委員

の方々にご来校いただき、のびっ子の学習の様子を参観いた
だきました。その後は６年生との懇談の時間を設け、児童会
活動をはじめ、学校生活の様子やのびっ子の成長へのご助言
をいただきました。子供たちも、私たち教職員も、たくさん
の方々に支えられた登立小学校であることを実感する時間と
なりました。いただいたご意見、ご助言をこれからの学校づ
くりに反映し、地域とともにある登立小学校を築きます。

委員の方々の授業参観 委員の方々と、のびっ子との懇談会

会長 山下 勝市様 （再任）

委員 山川 清英様 （再任）

委員 和田 誠治様 （再任）

委員 千原菜穂子様 （再任）

委員 桑原 克彦様 （新任）

委員 須﨑 和代様 （新任）

委員 水野麻理子様 （新任）

委員 千原 健晴様 （新任）

学校運営協議会委員の皆様方

あとがき「におい」には、ふとした瞬間に記憶を呼び起こす不思議な力があります。教室の木の机の香り、給食の

におい、雨上がりの校庭に広がる空気——どれもが日常の中にそっと寄り添い、心に残る風景の一部となっているのではな
いでしょうか。そうした日々のなかで出会う「におい」は、子どもたちにとっても、安心感やぬくもりを感じる大切な手
がかりとなっています。だからこそ、私たち教職員もまた、学校がいつも心安らぐ場所であり続けるよう、一人ひとりの
子どもに寄り添いながら、日々の教育に力を尽くしています。登立小に息づくさまざまな「におい」が、「のびっ子」た
ちの未来において、楽しく、忘れがたい思い出として残り、やがて社会の中で自分らしく歩んでいくための確かな軸と
なってほしい——そんな願いを胸に、これからも豊かな学校生活の実現に努めてまいります。
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人権集会も
開きました 学級においても、各クラスが人権を

尊重する関わり方にむけて目標を立てました。その取組
を全校で紹介し、全員で確認し合うことで、互いの言動
を深く見つめる活動を進めています。

〔追伸〕 ７月４日(金)は授業参観・懇談会の実施並びに
ＰＴＡ講演会が予定されています。ご来校ください。講
演会では、命をテーマに講話をいただく予定です。子供
たち（４.５.６年生）も拝聴します。皆様方のご来校を心
待ちにしております。

活動の様子はＨ
Ｐで紹介します。

職員室での人権宣言のプレゼン

人権集会の様子

「スマイルミッション」
のびっ子同士で互いのよさの投稿



のびっ子の輝き Ｎoboritate.es
School life scene

水泳の学習にむけて
プール掃除に取り組みました。
のびっ子全員が、自分のでき
ることを見つけて頑張りました。
今年のプールは水質改善の
学習（乳酸菌による浄化）で
進めてきた成果があり、汚水
度合いも低く、掃除が簡単で
した。大矢野の水は八代から
の「友情の水」です。心も使い
ながらしっかりと水泳の活動に
取り組んで欲しいと思います。

続いてプールびらき
みんなでそうじを頑張ったプール
に「友情の水」が満たされ、いよ
いよプールでの学習が始まりま
した。学年ごとに「プールびらき」
を行い、今年高めるの泳力の
目標、水の事故から命をまもる
こと、そして、友情の水への感
謝の気持ちを高めあったのびっ
子たちでした。

引渡訓練 大雨による自力下校困難を想定した「引き渡し

訓練」を行いました。３年生以上はホールに集合し、保護者の
方々のお迎えを待ちました。１、２年生は教室で待機です。６年
生からの呼びかけもあり、気を引き締めながら訓練に臨んだの
びっ子たちでした。全員がきちんと待機できました。最後は、保護
者の方々のお迎えに笑顔ののびっ子たちでした。災害が起こら
ないこと心から願います。

児童集会を開きました のびっ子会のみなさんが中心

となって児童会活動の様子や各委員会からの連絡を行いまし
た。今回は環境委員会・生活委員会からの呼びかけとＮＢＴ（の
びっ子タイム放送局）からのお知らせでした。集会の終わりにはＰ
ＫＴ（パワフルキッズタイム）の取組で「友だちと仲良くしたり、初め
て会う人ともすぐに仲良くなれる力」を高める活動をしました。笑顔
が輝く時間となりました。

水俣に学ぶ肥後っ子教室 ５年生が校外学習「水

俣に学ぶ肥後っ子教室」に参加しました。水俣の地で取り組まれ
ている環境再生への取組の様子を確かめる学習活動を行いま
した。学びを通してふるさとの環境保全についても問題意識を高
めた５年生でした。これからの学びの広がりを期待します。よく頑
張りました。

５、６年生が 救命救急体験活動に参加しました。心肺蘇

生について、「心臓マッサージ」「ＡＥＤ操作」についてモデルをもと
に学んだのびっ子たちでした。水難時だけでなく、日常生活にお
いても、誰もが身に付けておく大切な技術です。「人の命を守る」
ことができるのびっ子に成長した時間でした。ご指導いただいた北
消防署の署員の方々に心よりお礼申し上げます。

ＮＢＴとＰＫＴの様子 ＮＢＴではのびっ子会の委員さんがアナウンサーとなっ

て番組を進行しました。ＰＫＴではコミュニケーションを深める活動をしました。

環境・人権
未来への学び

４年生が 総合的な学習の時間で地域活性化の取組に

ついて学習を進めています。天満宮の歴史を掘り起こし、そして、
地域の文化に触れながら学びを深めています。今回は地元の
歴史に詳しい山川さんを講師にお迎えして、天満宮の由来と伝
統玩具「うそ」についてお話しいただきました。学びを地域活性
化「夏祭りをもりあげよう」につなげるために真剣な学習を重ねて
いる４年生です。
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